
熊本県企業局 
荒瀬ダム撤去室 

荒瀬ダム撤去工事概要について 

資料１ 
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１．荒瀬ダム本体撤去工事について 

１）平成２８年度工事の結果 

平成28年度工事の結果 
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（H2８年度） 

:H28年度 

堤体左岸部 
右岸 

（県道） 
左岸 

（国道） 

平成28年度工事の結果 
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堤体越流部撤去 

平成28年12月13日 

越流部上部（3回目） 

平成28年度工事の結果 
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導水トンネルの埋戻し 

導水ﾄﾝﾈﾙ 

小割り
ヤード 

取水口 
藤本発電所 

導水ﾄﾝﾈﾙ部 
約600m 

導水管路部 
約70m 

約150m 

移動式破砕機 

導水トンネル 

ダンプ投入状況 

取水口投入 

約250m 約200m 

仮橋 

平成28年度工事の結果 
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導水トンネル埋戻し 

H29.1.5 H29.2.14 

H28.12.8 H28.12.8 

埋戻し第5期完了 コンクリート壁打設 

コンクリート殻搬入 積込み・運搬 

平成28年度工事の結果 
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取水口埋戻し 

H29.3.21 H29.3.30 

H28.9.16 

H28.11.30 

埋戻し完了 埋戻し状況 

ゲート等撤去 擁壁設置状況 

平成28年度工事の結果 
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環境対策（濁水処理・汚濁防止膜・防音壁） 

濁水処理施設 

汚濁防止膜 

環境対策の実施状況 

防音壁 

平成28年度工事の結果 
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ダム上下流域の現況（下流域から） 

大門・荒瀬 

荒瀬ダム 

H29.4.28日撮影 

107ｍ3/s 

平成28年度工事の結果 

10 



１．荒瀬ダム本体撤去工事について 

２）平成２９年度工事の概要 

平成29年度工事の概要 
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右岸 

（県道） 
左岸 

（国道） 

右岸部（P9）遺構として残置 

 公園として整備  

覆土（H28 施工済） 

（H2９年度予定） 

平成29年度工事の概要 

①治水上の検討 
②景観的な整理 
③管理主体の整理 
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ダムの現況【下流から】 

平成29年4月13日撮影 

撤去前 

○景観的な整理 

ダムが存在していた痕跡を残す 

平成29年度工事の概要 
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平成29年度工事の概要 

ダム残存部 仕上げイメージ【左岸側（国道）】 

看板等を整備する 

桜を残し眺望スペース 
として整備する 

○景観的な整理 
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平成29年度工事の概要 

ダム残存部 仕上げイメージ【右岸側（県道）】 

建設時の高欄等も可能な限り 
そのままの形で残す 

○景観的な整理 
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ＡＲ（拡張現実）技術を活用し、アプリをダウンロードして現地で 

スマートフォンをかざすと撤去前の荒瀬ダム３Ｄモデルが浮かび上がる
仕組みを検討、整備中 

荒瀬ダムをARで再現 

アプリトップ画面イメージ 

平成29年度工事の概要 

○景観的な整理 
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２．荒瀬ダム本体撤去関連工事 
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②調圧水槽（ｻｰｼﾞﾀﾝｸ） 

①藤本発電所 

関連施設撤去について 

③荒瀬ダム管理所  

荒瀬ダム 
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①藤本発電所撤去 

 藤本発電所 

建物解体現況 

H29.10.6 

H29.7.28 

建物解体着手 

継続 
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②調圧水槽（ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）撤去 

斜面側から撮影  

     撤去範囲    
 

     埋戻（水槽部） 
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②調圧水槽（ｻｰｼﾞﾀﾝｸ）撤去 

H29.10.24 

継続 
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③荒瀬ダム管理所撤去 

③荒瀬ダム管理所 

取水口門柱等撤去 

管理橋撤去 

球磨川 

H29.5.25 
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③荒瀬ダム管理所撤去 

H29.9.25 

最新に 

H29.6.14 

解体状況 

完了 
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取水施設撤去 

H29.10.23 

継続 H29.10.23 
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道路改良・舗装補修工事 

道路改良工事 L=140m 時期：11月～ 

〇道路改良工事（県道中津道八代線） 

〇舗装補修工事（県道中津道八代線） 

区間：大門（県南土木改良区間を除く）～葉木橋 

時期：2月末～3月上旬 

継続 

新規 
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 斜路復旧工事 
施工箇所：佐瀬野地区 
工期：H29.2～H30.3 

概  要：斜路 L=120m 
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施工箇所：中津道地区 
H29概要：用地買収 

 県道中津道八代線道路嵩上事業 

  道路嵩上事業  L=300m   

※ 球磨川河川改修事業（国）と工程を調整し実施する 
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３．環境モニタリング調査について 
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環境モニタリング項目 

基
礎
項
目 

水  象 
（流  量） 

河川形状 
（横断・深浅測量、平面測量） 

基盤環境 
（空中写真、定点風景、河床撮影） 

底  質 
（粒度組成） 

水  質 
（常時、定期） 

セ
グ
メ
ン
ト 

ス
ケ
ー
ル
項
目 

植  物 
（付着藻類） 

動  物 
（底生動物、重要な種） 

動  物 
（魚  類） 

リ
ー
チ
ス
ケ
ー
ル 

項
目 

基盤環境 
（下代瀬採餌場産卵場環境） 

基盤環境 
（ダム下流物理環境：18k400） 

動  物 
（アユの胃内容物） 

植  物 
（ベルトトランセクト） 

工
事
関
連
項
目 

大気汚染 
（粉じん等） 

騒  音 
（特定建設作業、発破作業） 

振  動 
（特定建設作業、発破作業） 

環境モニタリング項目 
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 平成29年度前期の出水状況は、1千m3/s台が2回であった。 

 5月の出水は過去63年間で第53位の出水規模であった。 

流量（出水状況） 

平成２９年度前期の流況 

昭和57年7月（過去最大） 
最大放流量6,460m3/s 

荒瀬ダム 
958m3/s 

荒瀬ダム 
1,566m3/s 

荒瀬ダム 
1,539m3/s 

各年最大放流量（荒瀬ダム：昭和30年～平成29年） 

平成29年年5月出水 

最大放流量1,566m3/s 
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 瀬戸石ダム下流と比較して、道の駅坂本の濁度が長期間継続することはなかった 

道の駅坂本 
1,442FTU（6/21 11時） 

道の駅坂本 
324FTU（10/9 11時） 

時間雨量 

瀬戸石ダム下流濁度 

道の駅坂本濁度 

横石濁度 

※横石濁度は、6/17~6/23間欠測 

水質（常時観測） 
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瀬戸石ダム下流

破木橋（百済木川）
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第１次水位低下（H22.4） 第２次水位低下（H25.6）

水質定期調査（BOD） 

水質定期調査（SS） 

荒瀬ダム流入量（日平均流入量） 

水質定期調査（pH） 

水質定期調査（DO） 

水質（定期観測） 
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【ダム下流域】 

 遙拝堰湛水区間9k0～12k2は、増加と減少を交互に繰り返し。Ｈ20~28で
は殆ど変化なし 

河川形状（土砂変動量） 

河川形状 
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①遙拝堰 ②横石 ③下代瀬 ④坂本橋 ⑤道の駅坂本 ⑥荒瀬ダム

百済木川流入部

⑦

葉木

⑧

与奈久

⑨西鎌瀬 ⑩瀬戸石

ダム下流

遙拝堰

湛水区間

下流流水区間 減水区間 百済木川

流水回復区間

第２流水

回復区間

第１流水

回復区間

上流流水区間

種
数

【春季】 三岐腸目 原始紐舌目 盤足目 基眼目 マルスダレガイ目 オヨギミミズ目 イトミミズ目 ツリミミズ目 吻蛭目

吻無蛭目 ダニ目 カイミジンコ目 ヨコエビ目 ワラジムシ目 エビ目 カゲロウ目 トンボ目 カワゲラ目

カメムシ目 ヘビトンボ目 アミメカゲロウ目 トビケラ目 ハエ目 コウチュウ目 被喉綱

：湛水状態の時期

 ダム上流の流水回復区間では、流水環境への変化と同時に全種数が増加し

ており、平成28年度も概ねその状態を維持している 

：湛水状態の時期

動物（底生動物） 
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魚類生態調査の概要 
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①遙拝堰 ②横石 ③下代瀬 ④坂本橋 ⑤道の駅坂本 ⑥荒瀬ダム

百済木川流入部

⑦

葉木

⑧

与奈久

⑨西鎌瀬 ⑩瀬戸石

ダム下流

遙拝堰

湛水区間

下流流水区間 減水区間 百済木川

流水回復区間

第２流水

回復区間

第１流水

回復区間

上流

流水区間

種
数

【夏季】 純淡水魚 回遊魚：湛水状態の時期

 平成２８年度の魚類調査について、大きな変化は見られない 

 ：湛水状態の時期 
魚類調査 

動物（魚類） 
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